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かが分析される（ ）。さらに、 において、 は道徳次元における
シュレミールとなり（ ）、 の葬式における、ラビの頌徳の言葉は、モリスにシュ
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ることを嫌うマラマッドの発言を考慮に入れた上で、レヴィンとシュレミールの類似性を指摘
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ンが、 作品で反復されていると指摘する（ ）。 は、モリスがヨブのように苦しむこと
に注目し（ ）、モリスの発言の断固とした様はヨブ的でありタムルード的であるとも述べてい




































































































ると判断している（ ）。この原因を は“ ”が書かれた当時には存在しえた
希望が、その後、完全に夢物語になってしまったためと見る（ ）。次いで、 は、無学で
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